



名前・学部・学科等  藤井 豊・医学部・分子生命化学 
研究情報の分類 □シーズ  □特許  □新製品  □分析/解析  ■調査 
研究分野の分類 5 
以下の１８項目から一つ選び番号を左欄に記入する。 
1.物理系 2.エネルギー系 3.化学系 4.バイオ系 5.環境系 6.海洋･宇宙系 7.交通系 
8.機械系 9.材料系 10.電子･電気系 11.情報系 12.建築･建設系 13.医学系  
14.健康･保険系 15.看護・福祉系 16.農業･林業系 17.水産･畜産系 18.その他    
重点研究分野への該当 □ ＩＴ □ ナノ □ バイオ ■ 環境・エネルギー □ その他 
キーワード(5 個以内) アベサンシ
ョウウオ 
絶滅危惧種 両棲類 保護 ダルマガエル
研究情報の名称 環境省・絶滅危惧 IA 類アベサンショウウオの保護増殖計画調査 
概要 
 
 
 
 
 
 
 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等 福井陸水生物会，アベサンショウウオ研究会，水辺の探偵団 
関連する特許０件  
関連する報告書１編 平成１４年度・環境省委託「福井県希少野生動植物保護増殖事業（ア
ベサンショウウオ）」報告書（代表：長谷川巌） 
 
里地里山の環境悪化（U
字溝等の敷設）・ペット
マニアによる不法捕獲
及び流通 
地元地域および行政
との連携による具体
的保護活動の実施 
新たな生息地の探索
環境省絶滅危惧IA類
アベサンショウウオ 
 
環境省絶滅危惧II類 
ダルマガエル 
保護増殖に向けた
基礎調査と保護対
策の提言 
 
 現在最も絶滅の危機にある両棲類はアベサンショウウオである．生
息域は兵庫県から福井県の日本海側の極一部である．日本最大の生息
地である福井県には２カ所生息域が確認されている．どの生息域も環
境の悪化が進み年々生息数の減少が見られている．福井県の１カ所で
は地元と行政が一体となりようやく保護増殖に向けた活動が始まりつ
つある．しかし，残る１カ所は何らの対策も行われていない．この地
域での，詳細な生息域，生息数，生息環境の計測調査を行う必要があ
る．この調査結果を基に，本種の保護増殖計画を立案し，地域および
行政に提言を行いたい．また，絶滅危惧 II 類にランクされるダルマガ
エルは日本海側唯一の生息地域として三方町を中心とした県嶺南に分
布している．他の地域とはかなり形態学的特徴を有しており，希少な
野生動物として保護増殖に取り組むべき問題である． 
調査 
環境省・絶滅危惧 IA 類
アベサンショウウオ 
絶滅危惧 II 類ダルマガエル
希少野生動
植物保護法 
